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対象は知的障害児施設に通う 3 歳児～5 歳児クラスの園児で、保護者の同意が得られた 3 歳 4 か





すべての対象児に聴力検査として COR を施行しました。測定周波数は 500Hz、1kHz、2kHz、4kHz
を中心とし、呈示音圧レベルは 30dBHL を下限としました。また、すべての対象児に OAE スクリー




1) COR について 
COR の実施状況を図 3 に示しました。聴力閾値
い き ち
が 35dB 以下の小児が 103 名 83%、38dB 以
上と検査はできたが結果が悪く出た小児が 14 名 11%、椅子にじっとしておれず、どうにも測定
できなかった小児が 7 名 6%でした。また 35dB 以下を聴力良好と考えると、COR 単独で聴力
が良好との確認がとれたのは、103 名 83%でした。 
図 4 は COR で聴力良好が確認できた小児と、COR 成績が 38dB 以上および実施困難であっ
た小児の合計を「聴力不明」と表記したときの割合を、KIDS の発達年齢別に示したものです。
発達年齢が高くなるほど確実に聴力良好と判定できる割合が増加する傾向がみられました。なお、















2) OAE について 
覚醒時におけるOAEスクリーナーの実施状況を図 5に示しました。嫌がってできない「不可」
が 68 名 55%と最も多く、両耳 pass が 43 名 35%、片耳 pass が 10 名 8%、両耳 refer が 3 名
2%で、両耳 pass と片耳 pass を合わせた 53 名 43%が、言語発達に影響を与えるような難聴は
否定できると考えられました。 
図 6 に OAE が可能であった小児と嫌がってできなかった「OAE 不可」の小児の割合を、KIDS
の発達年齢別に示しました。COR のときと同様に、発達レベルが高くなるほど、覚醒時におけ
る OAE の実施できる割合は増加する傾向が見られました。0 歳代は一人も施行できずに 0%、










































3) COR と OAE を総合したスクリーニング検査結果について 
今回実施した 2 種類の聴力検査において、COR では聴力 35dB 以下、OAE では片耳または両
耳 pass という結果が、どちらか一方または両方で得られた場合には、聴力スクリーニングを
「PASS」、それ以外は「REFER」と表現すると、124 名中 PASS は 105 名 85%、REFER は 19














4) OAE 適応の可否と発達年齢について 
OAE 適応の可否を、KIDS 発達年齢を 2 歳代以上と 1 歳代以下に分けて図 8 に示しました。
発達年齢が 2 歳以上の知的障害児 50 名中 32 名（64%）、および発達年齢が 1 歳代以下の 74 名
中 24 名（32%）が、OAE 検査可能でした。KIDS 発達年齢が 1 歳代までの障害児では、覚醒時
の OAE 検査の適応は 1/3 程度でしかなく、検査はなかなか困難であることがわかりました。 
そこで、一般の保育園に協力をしてもらい、0 歳代～3 歳代までの健常児 97 名に対し、覚醒
状態での OAE スクリーナーを施行し、知的障害児の KIDS 発達年齢と健常児の暦年齢とを比較
しつつ集計し、OAE 検査可能の各々の割合を図 9 に示しました。2～3 歳代では、健常児は 93%、






















































図 5 OAE の実施状況 図 6 発達年齢と OAE の適応 












5) COR と OAE の比較について 
知的障害児 124 名を対象に今回実施した覚醒時における聴覚スクリーニング検査の調査から
は、前述のように COR では 103 名 83%、OAE では 53 名 43%が聴力良好あるいは言語発達に
影響を与えるような難聴を否定できるという結果が得られました。ここからは COR 検査の優位
性が示唆されました。 
また、OAE で言語発達に影響を与えるような難聴が否定できなかった 71 名の幼児のうち 52
名は、同時に行った COR の検査により聴力良好が確認されました。一方、COR で聴力良好が
確認できなかった 21 名のうち OAE で言語発達に影響を与えるような難聴が否定できたのは僅






1. 知的障害児施設の、3 歳～5 歳児クラスの通園児 124 名を対象に、検査を実施しました。 
2. COR 閾値が 35dB 以下であった幼児は 124 名中 103 名で 83%、OAE が片耳または両耳 pass
であった幼児は 53 名で 43%でした。 
3. COR と OAE の結果を総合すると、聴覚スクリーニング PASS の幼児は 124 名中 105 名 85%、
REFER は 19 名 15%でした。 
4. KIDS 発達年齢が 0～3 歳代までの知的障害児と、暦年齢が 0～3 歳代までの健常児では、知的
障害児の OAE 適応率が低いことがわかりました。 
5. OAE の適応に関しては、KIDS の発達年齢は健常児の暦年齢に相当しないことが示されまし
た。 
6. 覚醒時の聴覚スクリーニング検査としてはCOR 検査がOAE よりも有効性の高いことが確認で
きました。 





















図 8 OAE の適応 図 9 OAE 適応の比較 
